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熱心に聞き入る全国から集まった参加者

岩手町・佐々木清一さん

長
年
の
医
療
費
抑
制
政
策
と

医
師
養
成
抑
制
政
策
の
も
と
、

地
域
医
療
が
急
速
に
崩
壊
へ
と

進
ん
で
い
る
中
、
全
国
各
地
で

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
活
動

し
て
い
る
地
域
住
民
や
、
労
働

組
合
が
集
ま
り
、「
第
１
回
・

地
域
医
療
を
守
る
運
動
全
国
交

流
集
会
」
が
、
９
月
18
、
19
日

の
２
日
間
、
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

１
日
目
は
、
中
央
社
保
協
の

住
江
憲
勇
代
表
委
員
が
開
会
挨

拶
を
し
、
埼
玉
県
済
生
会
栗
橋

病
院
の
本
田
宏
副
院
長
が
「
医

療
再
生
へ
の
処
方
箋
」
と
題
し

て
記
念
講
演
を
し
ま
し
た
。

講
演
の
中
で
本
田
氏
は
、
日

本
の
医
療
崩
壊
の
背
景
に
は

種
々
の
情
報
操
作
が
あ
っ
た
こ

と
や
、
キ
ン
グ
牧
師
の
『
後
世

に
残
る
最
大
の
悲
劇
は
、
悪
し

き
人
の
暴
言
で
は
な
く
、
善
意

の
人
の
沈
黙
と
無
関
心
だ
』
と

い
う
言
葉
を
あ
げ
「
私
達
は
、

情
報
操
作
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と

な
く
学
習
し
、
問
題
意
識
を
持

っ
て
行
動
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
医
労
連
の
桂

木
副
委
員
長
か
ら
行
動
提
起
が

行
な
わ
れ
た
あ
と
、
全
国
か
ら

７
つ
の
特
別
報
告
が
あ
り
、
各

地
の
様
々
な
活
動
に
つ
い
て
詳

し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。岩

手
か
ら
は
、
佐
々
木
清
一

さ
ん
（
岩
手
町
の
医
療
と
福
祉

を
守
る
会
代
表
）
が
「
手
を
携

え
て
、
岩
手
の
地
域
医
療
を
守

る
運
動
を
」
と
題
し
て
発
表
し

ま
し
た
。

２
日
目
は
、
各
地
域
に
分
か

れ
て
分
散
会
を
行
い
、
地
域
の

現
状
や
課
題
、
今
後
の
展
望
な

ど
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

は
、「
こ
の
集
会
を
継
続
し
て

ほ
し
い
」
こ
と
や
、「
全
国
レ

ベ
ル
の
連
絡
会
を
つ
く
っ
て
ほ

し
い
」
こ
と
等
が
出
さ
れ
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
有
意
義

な
集
会
だ
っ
た
」、「
元
気
が
出

た
」
な
ど
と
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

全
体
の
参
加
者
は
２
２
０

名
。
岩
手
か
ら
は
８
名
、
う
ち

県
医
労
か
ら
４
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

第144回
  中央委員会

日 時　10月23日㈯

場 所　サンセール盛岡

第144回
  中央委員会
第144回
  中央委員会

秋・年末の運動を全組合員の知恵と行動力で！

　　　　　10：00〜16：00

すべての中央委員と多くのオブザーバーの参加を！

初の全国交流集会開催
地域医療再生へ向けて地域医療再生へ向けて

初の全国交流集会開催
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岩
手
医
労
連
（
県
医
労
の
上

部
団
体
。
岩
手
県
医
療
労
働
組

合
連
合
会
の
略
称
）
の
第
63
回

定
期
大
会
が
９
月
４
、
５
日
の

両
日
、盛
岡
市
つ
な
ぎ
温
泉「
ホ

テ
ル
大
観
」
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
新
し
い
執
行
委
員

長
に
中
野
る
み
子
県
医
労
委
員

長
が
選
出
さ
れ
、
岩
手
医
労
連

初
の
女
性
・
看
護
師
の
委
員
長

と
な
り
ま
し
た
（
さ
っ
そ
く
地

元
新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
ま
し

た
）。運

動
方
針
の
討
論
で
は
、
沼

宮
内
病
院
の
入
院
ベ
ッ
ド
の
存

続
を
め
ざ
す
地
域
の
運
動
や
Ｂ

Ｌ
Ｓ
研
修
を
病
院
と
の
交
渉
で

超
過
勤
務
で
あ
る
こ
と
を
認
め

さ
せ
、
年
度
当
初
に
遡
っ
て
支

給
さ
せ
た
胆
沢
支
部
、
支
部
交

渉
で
今
年
か
ら
Ｂ
Ｌ
Ｓ
研
修
を

超
過
勤
務
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
千
厩
支
部
、
36
協
定
を
力

に
増
員
を
め
ざ
す
運
動
な
ど
、

県
医
労
の
各
代
議
員
が
発
言
。

各
単
組
か
ら
も
衛
生
委
員
会
活

動
や
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
追
及

し
数
千
万
円
の
追
給
を
実
現
し

た
こ
と
、
人
事
評
価
で
の
実
態

な
ど
が
発
言
さ
れ
、
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
予
算
で
は
、
臨
時
・

パ
ー
ト
組
合
員
の
加
盟
費
を
新

設
す
る
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
の
中
で
闘
争
組
合
費
（
年

２
回
）
に
つ
い
て
も
別
枠
と
す

る
よ
う
求
め
る
意
見
が
出
さ

れ
、
執
行
部
か
ら
提
案
を
受
け

入
れ
た
修
正
案
が
示
さ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
は
委
員
長
の
中
野
さ

ん
の
他
、副
委
員
長
に
○
○
○
・

同
副
委
員
長
、
書
記
次
長
に
○

○
・
同
書
記
次
長
が
そ
れ
ぞ
れ

信
任
さ
れ
ま
し
た
。
退
任
し
た

佐
々
木
委
員
長
に
は
、こ
の
間
、

争
議
等
で
親
交
の
深
か
っ
た
旧

盛
精
従
組
、
花
北
病
院
労
組
等

か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

初の女性委員長に選出された中野委員長

退任の花束を受け取る佐々木前委員長

支部行事の紹介

二戸支部

山田支部

中央支部

胆沢支部

南光支部

二戸支部
10/9㈯～10㈰
　青年部BBQキャンプ交流会

軽米ミレットパーク

山田支部
10/1㈮　東北ニュージーランド村と
前沢牛オガタ～中尊寺の日帰りの旅

中央支部
10/30㈯　女性部
　　松島水族館日帰り旅行

胆沢支部
10/  1㈮　学習会「給与明細の見方」
10/15㈮　『リッチなランチを楽しむ会』
10/16㈯　かんたん料理＆お菓子作り教室

南光支部
11月中旬　
　青年部ボーリング交流会

岩
手
医
労
連
定
期
大
会

岩
手
医
労
連
定
期
大
会

討
論
活
発

満
場
一
致
で
方
針
採
択

討
論
活
発

満
場
一
致
で
方
針
採
択
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い
の
ち
を
大
切
に
し
た
い
か
ら

　
　
　
　雨
の
中
、白
衣
の
宣
伝
行
動

アンケートのお願いアンケートのお願いアンケートのお願い
　看護部会では、ＮＡＮＤＡの研
修についてのアンケート調査をし
ます。各支部１部です。実態に
ついて把握し、問題点を明らか
にしたいと思います。協力よろし
くお願いします。

日
本
医
労
連
主
催
の
「
２
０

１
０
年
看
護
要
求
実
現
全
国
交

流
集
会
」
が
９
月
７
日
・
８
日
、

東
京
・
ホ
テ
ル
フ
ロ
ラ
シ
オ
ン

青
山
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
初
予
定
の
２
５
０
名
を

大
幅
に
上
回
り
、
３
５
０
名
の

参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。
１
日

目
は
、（
現
）
看
護
協
会
の
久

常
会
長
が
記
念
講
演
で
「
看
護

の
諸
条
件
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど

改
善
さ
れ
ず
に
き
た
か
」
と
題

し
て
、
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

久
常
会
長
は
、「
こ
れ
ま
で
は

看
護
師
養
成
と
、
離
職
し
た
潜

在
看
護
師
に
戻
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
重
要
な
政
策
と
考
え
て
き

た
。
で
も
、
離
職
し
た
看
護
師

に
は
離
職
し
た
そ
れ
な
り
の
理

由
が
あ
る
の
だ
。
そ
れ
を
変
え

な
い
限
り
、
看
護
師
の
大
量
離

職
の
現
状
は
変
え
ら
れ
な
い
と

気
づ
い
た
。
看
護
協
会
は
、
養

成
や
研
修
だ
け
を
や
っ
て
い
け

ば
良
い
の
で
は
な
い
。
組
合
と

も
力
を
合
わ
せ
て
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。
講
演
終
了
と
と

も
に
会
場
は
わ
れ
る
よ

う
な
拍
手
と
な
り
ま
し

た
。講

演
の
後
は
、
基
調

報
告
が
行
わ
れ
、「
看
護

師
大
幅
増
員
」
の
要
求

に
確
信
を
持
て
た
等
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
職
場

か
ら
の
報
告
と
し
て
、

７
名
の
方
か
ら
全
国
の

た
た
か
い
の
状
況
が
報
告
さ

れ
、「
委
員
会
や
研
修
会
の
取

り
扱
い
方
針
を
管
理
部
と
協
議

し
と
り
ま
と
め
た
」
等
、
大
い

に
励
ま
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

２
日
目
は
、
各
会
場
に
分
か

れ
て
分
散
会
が
行
わ
れ
、
活
発

な
意
見
交
換
や
職
場
実
態
の
交

流
が
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
０
万
署
名
を
目
標
に

し
た
、
日
本
医
労
連
の
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
に
併
せ
、

岩
手
医
労
連
も
９
月
16
日
の

昼
休
み
、
亀
ヶ
池
前
で
署
名
・

宣
伝
行
動
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の

中
で
し
た
が
、
県
医
労
の
中

央
執
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー
14

名
は
白
衣
に
着
替
え
、
看
護

師
の
大
幅
増
員
や
社
会
保
障

の
充
実
を
訴
え
ま
し
た
（
当

日
は
朝
日
テ
レ
ビ
も
取
材
に

来
ま
し
た
）。

署
名
を
し
て
く
れ
た
70
代

男
性
は
、「
私
達
に
大
い
に

関
係
が
あ
り
ま
す
。
あ
り
が

た
い
で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

雨の中で「署名お願いしまーす」

会場いっぱいの参加者

看護要求実現全国交流集会看護要求実現全国交流集会看護要求実現全国交流集会
～ 労働組合への看護協会会長初の講演に拍手喝采 ～～ 労働組合への看護協会会長初の講演に拍手喝采 ～
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８月７～９日、盛岡で開催された第42
回全国保育団体合同研究集会には、全国
から6,192名（内、岩手2,347名）が参加。
３日間にわたって、保育・子育てのあり方
について学び、語り合いました。子どもた
ちの元気な歌と、岩手の郷土芸能「さんさ
太鼓」や「鬼剣舞」は、全国から集まった
参加者を歓迎し、集会を盛り上げました。
県医労からは要員も含めて３支部・本部
17名が参加しました。
以下、寄せられた感想をもとに内容を紹
介します。

刺
激
に
な
り
ま
し
た
！

　
　保
育
実
践
や
運
動

２
日
目
は
岩
手
大
学
な
ど
３
つ
の

会
場
に
分
か
れ
て
11
講
座
・
47
分
科

会
・
２
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま

し
た
。

「
食
」
に
関
す
る
分
科
会
で
は
、
実

際
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ス
プ
ー
ン
、
飲

み
物
を
用
意
し
て
、
上
手
な
食
べ
さ

せ
方
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
絵
本
」
の
分
科
会
で
は
、
大
人
は

目
で
文
を
読
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、

子
ど
も
は
絵
を
見
て
、
耳
で
聞
い
て

い
る
。
読
み
聞
か
せ
の
楽
し
み
は
、

み
ん
な
で
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ハ
ラ
ハ
ラ

す
る
気
持
ち
を
、
同
じ
空
間
で
共
有

す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
子
ど
も
の
た
め
っ
て
何
？
」

の
講
座
で
は
、
昔
の
子
ど
も
は
自
分

に
任
さ
れ
た
仕
事
が
あ
り
、
自
分
が

い
な
い
と
だ
め
な
ん
だ
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
い
た
が
、
今
は
、
親
の

期
待
を
背
負
っ
て
、
そ
の
期
待
に
応

え
な
け
れ
ば
ダ
メ
な
人
間
、
必
要
な

い
人
間
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
改
め
て
、
子
ど
も
の

た
め
っ
て
何
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
豊
か
な

優
し
い
人
間
で
あ
り
た
い

３
日
目
は
、
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
堤
未
果
さ
ん
の
記
念
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
は
自
由
が
あ
り
、
一
度

は
行
っ
て
み
た
い
憧
れ
の
国
│
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
表
と
裏
の
事
情

が
大
き
く
違
う
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
が
主
流
で
、
栄
養

の
知
識
が
無
く
、
食
生
活
の
乱
れ
が

子
ど
も
の
肥
満
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
保
育
士
の
時
給
が
５
０

０
円
で
、
保
育
料
の
切
り
売
り
、
子

ど
も
の
顔
や
服
が
汚
れ
て
い
て
も
何

も
し
な
い
、
子
育
て
し
に
く
い
国
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ

の
保
育
や
食
に
対
す
る
考
え
方
の
違

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
が
平
和
で
あ
る
た
め
に
も
、

心
豊
か
な
、
人
に
対
し
て
優
し
く
あ

り
た
い
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
講
演
で

し
た
。

オープニングで歌う子どもたち（7日 アイスアリーナ）

第
42
回
全
国
保
育
団
体
合
同
研
究
集
会

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
輝
く
保
育・子
育
て
の
未
来
を

分科会で熱心に討論する参加者（8日 岩手大学）
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女性部

55
年
前
、
第
１
回
世
界
母
親

大
会
が
ス
イ
ス
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
岩
手
県
母
親
大
会
は
、
そ

の
大
会
に
土
川
マ
ツ
エ
さ
ん
を

日
本
代
表
の
一
人
と
し
て
送
り

出
し
た
県
北
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。午

前
中
は
分
科
会
。
産
廃
の

実
態
を
知
る
移
動
分
科
会
や
見

学
分
科
会
な
ど
９
分
科
会
が
行

わ
れ
、地
域
興
し
で
元
気
な
町
・

村
を
つ
く
る
活
動
を
報
告
し
た

分
科
会
や
、
農
業
に
か
け
る
夢

と
ロ
マ
ン
を
語
っ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
会
場
か
ら
も
発
言

が
相
次
ぎ
、
交
流
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。

午
後
の
全
体
会
は
、
地
域
の

生
活
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
と
な

っ
て
き
た
盆
踊
り
「
ナ
ニ
ャ
ト

ヤ
ラ
」
で
開
幕
。
迫
力
の
あ
る

太
鼓
と
し
な
や
か
な
踊
り
で
会

場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

構
成
劇
は
、
母
親
運
動
の
歴

史
、
い
の
ち
を
育
み
、
守
る
と

い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
大
事

に
し
て
き
た
女
性
た
ち
の
思

い
、
運
動
が
良
く
伝
わ
る
も
の

で
し
た
。
な
か
で
も
、
土
川
マ

ツ
エ
さ
ん
役
の
熱
演
と
、当
時
、

土
川
さ
ん
を
世
界
母
親
大
会
に

送
り
出
し
た
山
本
ヨ
シ
ノ
さ
ん

と
立
花
サ
メ
さ
ん
の
登
場
は
感

動
を
呼
び
ま
し
た
。

こ
の
日
、
会
場
の
二
戸
市
民

文
化
会
館
に
は
県
内
か
ら
１
，

０
３
１
名
が
参
加
、
県
医
労
か

ら
は
15
支
部
・
本
部
80
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

全
体
会
で

は
、
５
月
に

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国
際

行
動
に
参
加
し
た
県
医
労
の

○
○
○
○
○
○
副
委
員
長
が

特
別
報
告
を
し
、「
核
兵
器

の
な
い
世
界
の
実
現
を
め
ざ

し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
行

動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

特
別
報
告

特
別
報
告

記念講演は、ユーモアと親しみあふれる
お話で好評の新妻二男さん。親の実情も交
えながら、今の子どもたちの置かれている
状況を客観的に解き明かし、子育てを励ま
してくれました。参加者からは「自分を振り

返ることができた」「子
どもたちに新しい気持ち
で向き合えるような気が
した」などの感想が寄せ
られました。

記
念
講
演

記
念
講
演

子どもたちのいま、
　　　　そして未来
新妻二男さん（岩手大学教授兼評議員）

構成劇の土川マツエさん役の熱演と、山本ヨシノさん
（左から2人目）、立花サメさん（右）

オープニングを飾った「ナニャトヤラ」

第56回

6月27日
岩手県母親大会
第56回

6月27日

in二戸

岩手県母親大会

講演する新妻二男氏

○
○
○
○
○
○
副
委
員
長

母
親
運
動
の
志
を
引
き
継
い
で

│ 
出
会
い
、
語
り
合
い
、
手
を
取
り
合
っ
て 

│

母
親
運
動
の
志
を
引
き
継
い
で

│ 
出
会
い
、
語
り
合
い
、
手
を
取
り
合
っ
て 

│

母
親
運
動
の
志
を
引
き
継
い
で

│ 
出
会
い
、
語
り
合
い
、
手
を
取
り
合
っ
て 

│
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女性部

第
56
回
日
本
母
親
大
会
は
８

月
28
・
29
日
、福
島
県
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
延
べ
１
万
３
０
０

０
人
が
参
加
。
岩
手
県
代
表
団

は
バ
ス
６
台
で
、２
３
９
名
と
子

ど
も
12
名
（
県
医
労
か
ら
は
11

支
部
・
本
部
26
名
と
子
ど
も
10

名
）が
参
加
し
ま
し
た
。

あ
ず
ま
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
た
１
日
目
の
全
体
会
は
、メ
イ

ン
と
サ
ブ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
福
島
の
伝
統
芸
能「
霊

山
太
鼓
」と「
相
馬
野
馬
追
い
」

で
開
幕
。メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
は
、

東
北
大
学
名
誉
教
授
の
日
野
秀

逸
さ
ん
の
記
念
講
演
、サ
ブ
ア
リ

ー
ナ
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

古
屋
和
雄
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
食
・
農
・
環
境
問
題
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
午
後
は
、
映
画
「
フ
ラ

ガ
ー
ル
」を
彷
彿
と
さ
せ
る
フ
ラ
・

タ
ヒ
テ
ィ
ア
ン
ダ
ン
ス
で
開
会
。リ

ズ
ミ
カ
ル
に
、ま
た
は
流
れ
る
よ

う
な
ダ
ン
ス
に
釘
付
け
で
し
た
。

２
日
目
の
分
科
会
は
、福
島
大

学
を
中
心
に
、子
ど
も
・
暮
ら
し
・

男
女
差
別
・
平
和
な
ど
多
彩
な

テ
ー
マ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
岩
手

県
の
沢
内
村
を
舞
台
に
し
た
映

画
「
い
の
ち
の
山
河
」も
上
映
さ

れ
、い
の
ち
と
憲
法
と
の
関
わ
り

を
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

初
参
加
の
組
合
員
は「
自
分
や

権
利
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
た
」「
一
人
ひ
と
り
の
力
を
、

大
き
な
力
へ
変
え
て
い
く
取
り
組

み
に
感
動
し
た
。大
会
で
得
た
発

見
は
私
の
今
後
の
生
活
に
大
き

く
影
響
を
与
え
て
く
れ
る
と
思

う
」と
感
想
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

「私の母は第１回日本母親大会に参加してい
ます。私にとって母親大会は社会と自分をつな
ぐ窓のようなもの」と話し始めた日野さん。戦
争がいかに女性を苦しめてきたか、人びとが幸
福に生きるために平和がいかに大切かを国際

的、歴史的な視点から話さ
れ、「平和で健康で文化的
な暮らしが幸福の必要条件
である。憲法に根ざした国
を実現させましょう」と話し
ました。  

記
念
講
演

記
念
講
演

平和と健康は幸福の必要条件
　　ー憲法的人間像を求めて
　　　　日野秀逸さん（東北大学名誉教授）

暮
ら
し
に
憲
法
を
い
か
そ
う

│ 
平
和
で
、健
康
な
暮
ら
し
が
幸
福
の
必
要
条
件 

│

暮
ら
し
に
憲
法
を
い
か
そ
う

│ 

平
和
で
、健
康
な
暮
ら
し
が
幸
福
の
必
要
条
件 

│

暮
ら
し
に
憲
法
を
い
か
そ
う

│ 

平
和
で
、健
康
な
暮
ら
し
が
幸
福
の
必
要
条
件 

│

全体会メインアリーナのオープニングを飾った「霊山太鼓」
（8月28日、福島市あずま総合体育館）

全体会サブアリーナの「「食・農・環境シンポジウム」
（8月28日、福島市あずま総合体育館）

全体会閉会で来年の開催地・広島があいさつ（同・同）
講演する日野秀逸氏

第56回

8月28・29日
日本母親大会
第56回

8月28・29日

in福島

日本母親大会
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大
船
渡
支
部

　
　○
○

　○

　さ
ん

青
森
の
魅
力

満
載
の
三
日
間

で
し
た
。
普
段

行
か
な
い
土
地

に
触
れ
る
の
も
ア
ク
ト
の
魅
力

の
一
つ
で
す
が
、
一
番
の
醍
醐

味
は
他
病
院
の
青
年
と
の
心
の

交
流
で
す
。
皆
同
じ
よ
う
な
悩

み
を
持
ち
、
同
じ
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
る
。
そ
の
想
い
を
わ
か

ち
あ
う
事
は
と
て
も
励
み
に
な

り
ま
す
。

来
年
の
関
西
で
の
ア
ク
ト
に

は
、
も
っ
と
沢
山
の
人
達
に
ア

ク
ト
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
一
度
行
け
ば
絶

対
楽
し
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
先

輩
後
輩
、
声
を
か
け
あ
っ
て
皆

で
行
き
ま
し
ょ
う
。

中
部
支
部

　○
○  

○
○
○  

さ
ん

１
日
目
の
記

念
講
演
で
は
、

社
会
保
障
の
現

状
に
つ
い
て
知

り
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
は

生
存
権
保
障
の
要
で
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

２
日
目
は
座
禅
、
津
軽
塗
り

（
箸
作
り
）
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。
津
軽
の
風
土
と
文
化
に
触

れ
、
普
段
出
来
な
い
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

同
世
代
の
仲
間
と
共
に
過
ご

し
、
学
び
、
楽
し
い
思
い
出
が

で
き
、
絆
が
深
ま
っ
た
３
日
間

で
し
た
。

夏
の
思
い
出
と
大
勢
の
仲
間

が
作
れ
る
。
そ
れ
が
ア
ク
ト
で

す
。
一
度
体
験
す
る
と
ま
た
行

き
た
く
な
る
、
そ
ん
な
リ
ピ
ー

タ
ー
も
沢
山
い
ま
す
。

既
に
来
年
は
和
歌
山
で
の
全

国
ア
ク
ト
、
再
来
年
は
秋
田
で

の
み
ち
の
く
ア
ク
ト
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
も

是
非
一
度
参
加
す
る
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。
き
っ
と
新
た

な
発
見
と
出
会
い
が
待
っ
て
い

る
は
ず
で
す
。

青年部

８
月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け
、
青
森
県
大
鰐
町
﹁
青
森
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
﹂
を
メ
イ
ン
会
場

に
﹁
第
22
回
み
ち
の
く
ア
ク
ト
in
青
森
﹂
が
開
催
さ
れ
、
東
北
６
県
か
ら
１
０
０
名
を
超
す
青

年
が
集
結
し
ま
し
た
。
岩
手
か
ら
は
県
医
労
４
名
を
含
む
13
名
が
参
加
。﹁
記
念
講
演
﹂
に
始

ま
り
﹁
班
交
流
﹂、﹁
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
﹂、
そ
し
て
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
﹁
夜
祭
り
﹂
な

ど
を
通
し
て
、
熱
い
交
流
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
多
く
の
仲
間
と
最
高
の
夏
を
過

ご
し
た
参
加
者
か
ら
、
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

「青森ねぶた」は最高!!

みちのくアクトin青森みちのくアクトin青森
がっ
ぱ
自
然
！

じ
ゃ
わ
め
ぐ
青
森
！

仲
間
に
な
っ
た
〜
！

行
って

き
た
〜
！

がっ
ぱ
自
然
！

じ
ゃ
わ
め
ぐ
青
森
！

仲
間
に
な
っ
た
〜
！

行
って

き
た
〜
！
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一
関
で
毎
年
開
か
れ
て
い
る

「
地
ビ
ー
ル
祭
り
」
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
中
日
の
夕
方
に
行

っ
た
の
で
す
が
、
昼
暑
か
っ
た

せ
い
か
、
売
り
切
れ
続
出
、
大

賑
わ
い
で
し
た
。
ま
た
、
来
年

も
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
厩
支
部
　
ヘ
ラ
ク
レ
ス
ん

職
場
の
雰
囲
気
が
良
く
な
い

で
す
。
仕
事
は
楽
し
く
や
り
た

い
の
に
な
ぁ
。
ス
ト
レ
ス
解
消

に
旅
行
し
た
い
な
ぁ
。

宮
古
支
部
　
匿
名

今
年
の
夏
は
暑
い
日
が
続
き

ま
す
ね
。
こ
ま
め
に
水
分
摂
取

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
今
、
は

ま
っ
て
い
る
の
は
水
出
し
紅

茶
。
特
に
フ
レ
ー
バ
ー
テ
ィ
が

お
気
に
入
り
で
す
。

大
船
渡
支
部
　
は
な
ち
ゃ
ん

猛
暑
が
続
き
、
熱
中
症
続
出

で
す
ね
。実
家
の
父
も
毎
日
畑

に
出
て
お
り
、
心
配
し
た
私
は

「
畑
に
は
行
か
な
い
よ
う
に
」と

伝
え
た
と
こ
ろ
、そ
の
日
は
、田

ん
ぼ
に
行
っ
た
と
後
で
母
に
聞

き
、苦
笑
す
る
し
か
な
か
っ
た
。

中
央
支
部
　
ク
ッ
キ
ー
マ
マ

最
近
の
お
気
に
入
り
は
「
ゲ

ゲ
ゲ
の
女
房
」
で
す
。
憧
れ
の

主
婦
で
す
が
、
主
婦
も
や
っ
ぱ

り
大
変
で
す
ね
。

釜
石
支
部
　
白
く
ま

今
年
は
暑
い
夏
で
し
た
が
、

少
〜
し
だ
け
朝
晩
の
風
が
涼
し

く
な
っ
て
来
ま
し
た
よ
。
も
う

少
し
で
す
。
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。大

船
渡
支
部
　
す
い
と
う

「
来
年
も
絶
対
行

き
た
い
で
す
！
」み

ち
の
く
ア
ク
ト
へ

初
め
て
参
加
し
た

岩
手
の
あ
る
メ
ン

バ
ー
は
、閉
会
式

後
、楽
し
そ
う
に
話

し
て
い
ま
し
た
。去

年
の
全
国
ア
ク
ト

に
参
加
し
た
私
に

も
、共
感
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
▼
医
療
現
場
で
働
い
て
い
る
と

い
う
共
通
点
は
あ
る
も
の
の
、全
く

の
見
ず
知
ら
ず
の
男
女
数
名
が
班

に
な
り
３
日
間
を
過
ご
す
。こ
れ
は

さ
す
が
に
緊
張
し
ま
す
。で
も
、よ

く
考
え
れ
ば
周
り
も
同
じ
条
件
。

つ
ま
ら
な
い
３
日
間
を
や
り
過
ご

す
よ
り
は
、仲
良
く
楽
し
く
過
ご

し
た
方
が
も
ち
ろ
ん
良
い
。お
互
い

考
え
が
同
じ
だ
か
ら
、打
ち
解
け

る
ま
で
に
時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

３
日
後
に
は
長
年
来
の
友
達
の
よ

う
な
関
係
に
な
り
、涙
で
別
れ
を

惜
し
む
光
景
も
あ
り
ま
す
。緊
張

し
て
い
た
初
日
が
嘘
の
よ
う
に「
楽

し
か
っ
た
」と
い
う
気
持
ち
に
変
わ

っ
て
い
ま
す
▼
ア
ク
ト
に
は
目
的

の
通
り
楽
し
く
交
流
出
来
る
企
画

が
盛
だ
く
さ
ん
で
す
。夜
は
必
ず

お
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
語
り
合
い
、

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
は
班
で
開

催
地
の
名
所
や
名
物
を
楽
し
む
こ

と
が
出
来
ま
す
。そ
し
て
何
と
言
っ

て
も
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
ア
ク
ト

の「
夜
祭
り
」。各
都
道
府
県
や
地

方
毎
に
ス
テ
ー
ジ
上
で
歌
っ
て
踊

っ
て
騒
ぐ
と
い
う
若
者
な
ら
で
は

の
企
画
で
す
。参
加
者
全
員
が
一
体

と
な
り
、熱
気
と
興
奮
の
時
間
が

楽
し
め
ま
す
▼
今
回
、私
は
違
う

視
点
で
参
加
し
ま
し
た
。そ
れ
は
、

実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の

参
加
で
す
。ア
ク
ト
の
企
画
運
営
は

並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。事
前

会
議
か
ら
大
変
さ
は
伝
わ
っ
て
お

り
、ア
ク
ト
参
加
者
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
、様
々
な
知
恵
を
出
し

合
い
ま
し
た
。当
日
は
さ
ら
に
ハ
ー

ド
。中
心
メ
ン
バ
ー
は
、わ
ず
か
な

睡
眠
で
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
し

た
。閉
会
式
で
は
そ
ん
な
ハ
ー
ド
な

役
目
を
終
え
た
実
行
委
員
の
顔
に

笑
顔
と
涙
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。特

に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
開
催

地
青
森
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
人
柄

の
良
さ
に
感
動
す
る
と
共
に
、一
般

参
加
と
は
、ま
た
違
う
交
流
と
新

し
い
発
見
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
▼「
百
聞
は
一
見
に
し
か

ず
」。是
非
ア
ク
ト
へ
一
度
参
加
し

て
み
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

一
度
行
け
ば
あ
な
た
も
リ
ピ
ー
タ

ー
に
!?
何
と
言
っ
て
も
青
年
部
の

う
ち
に
し
か
参
加
出
来
な
い
で
す

し・・・。　
　
　
　
　
　
　
　（
ひ
）

８
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
7
つ
」
に
は
19
名
の
応

募
が
あ
り
、
19
名
の
方
が
正

解
で
し
た
。厳
正
な
る
抽
選

の
結
果
、
次
の
10
名
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー

ド
を
贈
り
ま
す
。

８
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

モ
モ
、
す
い
か
（
二
戸
支

部
）、
匿
名
希
望（
中
央
）、
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
（
南
光
）、
ド
ス

コ
イ
王
子
（
千
厩
）、
か
き
氷

（
大
東
）、
す
い
と
う
（
大
船

渡
）、
白
く
ま（
釜
石
）匿
名
、

匿
名
希
望（
宮
古
）

八
月
号
パ
ズ
ル

八
月
号
パ
ズ
ル



上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。送
り
先

は
〒
０
２
０
│
０
０
２
３
　
盛

岡
市
内
丸
11
│
１
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
10

月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽

選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
を
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

◇
仕
事
し
て
！

　超
勤
気
に
せ
ず

　存
分
に
！

 

（
看
護
を
受
け
た
い
一
患
者
）

◇
帰
れ
な
い

　部
分
休
で
も

　時
間
外

 

（
一
応
、
部
分
休
業
取
得
者
）

◇
足
り
な
い
よ
〜

　人
も
時
間
も

　睡
眠
も

 

（
県
立
病
院
職
員
の
悲
鳴
）

◇
今
度
こ
そ
！

　誓
い
む
な
し
い

　体
脂
肪

 

（
暑
か
っ
た
の
に
や
せ
ら
れ
な
か
っ
た
な
あ
〜
）

◇
夏
季
休
暇

　
　研
修
行
っ
て
と

　言
わ
な
い
で

 

（
頼
み
ま
す
、
師
長
さ
ん
）〈
応
募
ハ
ガ
キ
よ
り
〉

・
職
場
で
の
出
来
事
を
川
柳
に
し
て
見
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

10月の予定
 2日（土）～3日（日）
 日本医労連全国女性集会（長野）
 健康で安全に働くための交流集会（伊東）
 7日（木） 岩手医労連女性部定期大会（国保会館）
 7日（木）～10日（日）
 いわて労連20周年韓国視察旅行
 9日（土） イラク戦争帰還兵の証言集会（サンビル）
 9日（土）～10日（日）
 岩手医労連壮年部集会（ホテル大観）
16日（土）～17日（日）
 いのちと健康を守る東北セミナー（仙台）
21日（木） 社会保障費を増やして、国民集会（東京）
23日（土） 第144回中央委員会
 いわて労連女性部定期大会
29日（金）～30日（土）
 日本医労連精神労組全国交流集会（東京）
 フレッシュセミナー（ホテル森の風鶯宿）
30日（土） 青年部長・書記長会議（　　〃　　）
 盛岡労連ビラ・ニュース作り教室（公会堂）

11月の予定
 3日（祝）～4日（木）
 日本医労連自治体病院労組交流会（つなぎ）
13日（土） 岩手医労連36協定・衛生委員会担当者会議
 諸要求実現県民集会
13日（土）～14日（日）
 県医労青年部中央交流会（東京）
20日（土）～21日（日）
 はたらく女性の中央集会（横浜）
 東北地方協精神労組交流集会（鳴子）
 日本医労連病院給食問題全国交流集会
27日（土） はたらく女性の岩手県集会
 いわて労連女性部20周年レセプション
 いわて労連青年部定期大会
27日（土）～28日（日）
 日本医労連東北地方協保育所交流のつどい
 （宮城）

青年部長・書記長会議青年部長・書記長会議
と　き

ところ

10月30日（土）13：00～
ホテル森の風鶯宿

フレッシュセミナー終了後、開催しま
す。支部の青年部長、書記長または青
年部担当の方はご参加ください。


